
  

第Ⅲ章 特殊教育関連機関 Web サイトのアクセシビリティ調査 

―都道府県・政令指定都市の教育委員会・教育センターを対象として― 
渡辺哲也(教育支援研究部)・小野龍智(教育研修情報部) 

 

１．はじめに 

Web サイトの情報を高齢者・障害者にも読みやすいものとするための配慮事項が，平成 16 年 6 月

に日本工業標準（JIS）として制定され（JIS X 8341-3「高齢者・障害者等配慮設計指針―情報通信

における機器，ソフトウェア及びサービス―第３部：ウェブコンテンツ」[1]），その制定以来，Web

サイトのアクセシビリティの問題が広く注目を集めている。特に，公共機関のサイトがこの指針に

合致しているかどうかは人々の関心を集め，日経 BP 社などがその点検を行い，結果を Web 上で報告

している[2]-[5]。 

特殊教育関連機関は，公共機関であると同時に，障害児・者の窓口的な存在であることから，そ

の Web サイトのアクセシビリティ向上を率先的に進めることが求められる。そこで，これら機関の

Web サイトのアクセシビリティを点検し，その結果を報告することで，アクセシビリティの向上を

促したいと我々は考えている。平成 17 年 1 月には，全国の盲・聾・養護学校 997 校中 608 校を対象

とした点検を実施し，その結果を関連学会にて報告するとともに本研究所の報告書にまとめた。こ

れに続いて今回は，教育委員会，及び（特殊）教育センターのサイトを対象として点検したアクセ

シビリティ状況について報告する。 

 

２．方法 

１）点検期間 

平成１７年９月９日～２０日（実際の作業は６日間） 

 

２）点検対象と Web ページ 

表 1 Web サイトのアクセシビリティを点検した教育機関の内訳 

機関の種別 自治体の種別 チェックできた機関数 

都道府県 ４７ 教育委員会 

政令指定都市 １３ 

都道府県 ４７ (特殊)教育センター 

政令指定都市 ８ 

合計 １１５ 

 

今回点検したのは，各サイトのトップページと，ここからリンクされているページのうち，同じ

ドメイン内にあるページの HTML ファイルである。Web ページにスタイルシートを使っているサイト

では，HTML ファイルと CSS ファイルの両方が点検されるので，その機関の問題数は，両者の問題数

を足しあわせた数とした。ページにフレームを使っている場合は，フレームが指し示す HTML ファイ

ルを点検した。 
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３）アクセシビリティ点検ツールと手順 

サイトのファイルを一括ダウンロードし，ダウンロードしたファイルを WebInspector4.0（富士

通）で JIS X 8341-3 の基準に従って点検した。 

※ 富士通アクセシビリティ・アシスタンス 

  http://design.fujitsu.com/jp/universal/assistance/ 

 

４）点検結果の表示方法 

問題有りとした項目を８つのカテゴリーに分類した。 

優先度 1，優先度 2，優先度 3，その他の４カテゴリー 

さらに各カテゴリー内を「修正」と「確認」に分類 

JIS X 8341-3 に対応した問題数を出力する。 

 

３．点検の結果 

１）機関ごとの問題数の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 問題数の分布（教育委員会） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 問題数の分布（教育センター） 

 

グラフは，全問題数を総点検ファイル数で割った値である。10～40 に最も多くの機関数が集まっ

ている（教育委員会…75.0%，教育センター…72.7%）が，100 を超える機関も少数（4 機関ずつ）あ

った。教育委員会とセンターの間で状況に大きな違いはなかった。 
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２）点検項目ごとの問題数の分布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 点検項目ごとの問題数の分布 

 

※ JIS の項目番号の説明 

 

5.2c は，表に適切なタイトルや要素のマーク付けがない，構造が複雑であるなどの問題である。 

5.3e は，ページの全部または一部が自動的に更新される問題である。 

5.4a と 5.4b は，画像にテキストなどの代替情報が提供されていない問題で，視覚障害者のため

の配慮事項として最も頻繁に例に挙げられる。 

5.6a は，文字のサイズとフォントを固定している問題である。ページ当たりの問題数では最も多

い。 

5.6c は，文字色と背景色のコントラストが不足して文字が読みにくい問題である。弱視者，及び

色覚に障害のある人への配慮を指摘されることが多い。ファイル当たりの問題数では，5.6a に次い

で 2 番目に多い。 

5.9a は，使用している自然言語を明記していない問題である。 

5.9e は，単語の途中にスペース又は改行を入れている問題である。 
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４．まとめ 

特殊教育諸学校の Web サイトのアクセシビリティを，点検ツール WebInspector を使って点検した。

アクセシビリティを向上するために修正が推奨される要件の指摘される割合が多かった。機関ごと

の問題数の分布からは 1 ファイル当たり問題数 50 未満の機関が 7 割を占める一方で，問題数が 100

を超えるサイトも，教育委員会・教育センターとも 4 機関ずつあった。JIS 点検項目では，先に特

殊学校を調査した時と同様に，文字のサイズの固定，見えづらい色の選定の問題が最も多かった。

これに加えて，単語中へのスペース挿入などは，アクセシビリティ問題への認識が欠けている結果

といえる。 

Web アクセシビリティの確保は，HTML ファイル作成技術の要件に加えて，アクセシビリティ指針

の認識が大きな役割を果たす。今回の調査結果を公表することで，教育委員会・教育センターにお

ける Web アクセシビリティの認識向上に役立てたい。 
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